


















































































































































































































































































































































































































































































































題名 著者 発行日 要旨 章
表題
；；
段落11節
｜I
表題 段落
4．3検索言語DOL[12]
(1)文書構造定義
DQL(DocumentQueryLanuage)は,SQLにSGMLでサポー トしてい
る文書構造記述子（グルーピング・出現標識・連結子）を追加したものである。
これにより，
l)文書構造定義において入れ子関係を扱える
2）それぞれの要素の出現頻度数を定義できる
3）要素間の順序に関する定義が可能になった
という従来の関係データベースにはなかった機能が付与されたため,SGML
と同等の文書構造が定義可能となった。DQLではWonKimらのcomplex
Objectにおける定義法を基礎にして,SGMLのデータ構造記述子をサポート
できる記法を採用した[13]・具体的にはISOSQL2で規定されている拡張
BNFに準じた記法を用いている。DQLによる文書構文定義の概要は以下のよ
うになっている。
<文書定義>::='CREATEDOCm胆NT'<文書型名><文書構造定義＞
<文書構造定義>::二'（'<文書要素構造>'），
<文書要素構造>::こく文書要素名><出現標識＞
{'TEXT'|<文書構造定義>|<連結子>}
<出現標識>::='？，｜，＊'，｜’＋’｜’’
ただし，’は1回出現する，，？'は0回または1回出現する，，＊’
は0回以上出現する，’＋'は1回以上出現することを意味してい
る。
<連結子>::二'，，｜，｜’｜’＆，
ただし，’，’は順序関係がある，，｜，はいづれかが出現する，，&’
は順序関係がないことを意味している。
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この文書構造定義を用いると図lは以下のようになる。
CREATEDOCUMENT学術文献
（表紙
（題名TEXT,
著者+TEXT,
発行日TEXT,
要旨TEXT
），
本文
（章＋
?
，?
??????
?
????
(表題TEXT,
段落*TEXT
）
）
）
）
なお，この文書構造定義をサーバ系のテーブルに展開すると図3のようにな
る。
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学術論文
論文誌ID
AOOl
本文
本文ID
COOl
COOl
KOOl
KOOl
KOO2
表紙ID 本文ID
BOOl
章ID
HOOl
HOO2
COOl
章
章ID
HOOl
HOOl
HOO2
表題ID
1
1
2
LOOl
LOOl
LOO2
章NC
1
1
2
MOOl
MOO2
MOO3
KOO22LOO3MOO4
表紙
表紙ID
BOOl
BOOl
表題ID
IOOl
lOOl
lOO2
題名ID
DOOl
DOOl
段落ID
JOOl
JOO2
NULL
題名ID
著者ID
EOOl
EOO2
節ID
KOOl
KOO2
NULL
発行日ID
FOOl
FOOl
テキスト
DOOllll文章の
図3SGML文書のデータベースへの展開（部分）
要旨ID
GOOl
GOOl
（2）文書問い合わせ
DQLの問い合わせ式はSQLと類似のキー ワー ドを用いており，その概要
は以下の通りである。
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<文書問い合わせ式>::こく文書問い合わせ指定＞〈集合演算子＞
〈文書問い合わせ指定＞
<集合演算子>::='UNION'|'INTERSECT'|'EXCEPT'
<文書問い合わせ指定>::=SELSCT<部分文言構造指定＞
FROM<原文書型指定>AS<部分文書構造指定〉
WERE<探索条件＞
<部分文書指定>::二--<文書型定義に準ずる＞
<原文書型指定>::こく文書型名＞
<探索条件>::=--SQLにおける<探索条件>に準ずる
具体的には，問い合わせ式は次のような形になる
SELECT<部分文書構造指定〉
FROM<原文書型指定>..
AS<部分文書構造指定＞
WERE<探索条件＞
<集合演算＞
SELECT<部分文書構造指定＞
FROM<原文書型指定>..
AS<部分文書構造指定＞
WHERE<探索条件＞
この問い合わせの導出過程は以下の順で行われる。
l)FROMで指定される原文害定義からASの指定された部分文書構造SD1
を作成する
－47－
2)1の結果に対して〈探索条件＞を真とする部分文書を選択する
3）2によって選択された部分文書から,SELECTで指定される部分文書構
造指定に基づいて，新たに部分文書構造SD2を生成する
4)SD2を元とする集合に対して<集合演算＞をとる
ここで,SELECT<部分文書構造指定>をSELECT<式値>,FROM<原文書
型指定>をFROM<表式>とみなせば,DQLがSQLの拡張になっていること
がわかる。
4．4ユーザ系
DQLは適用範囲の広い検索言語であるが，実際に利用しようとするとかな
り面倒である。例えば，「ある節に“認識”と“画像”とが含まれ，これと同
一の章内の別の節に“医学”と“眼底”が含まれる本文」のような問い合わせ
は,DQLにより次のように記述される。
????????????
?
??
?
?
??
?
??
???》》
?
?
??
?
??
?? ????
?
?
?
?
? 》?????????
??
???
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学会誌本文.章.節LIKE'%画像%'
）
）
AND学会誌.本文.章IN
SELECT学会誌.本文.章
FROM学会誌
WERE学会誌.本文.章.節IN
（
SELECT学会誌.本文.章.節
FROM学会誌
WHERE学会.誌本.文.章節LIKE'%医学%'AND
学会.誌本.文.章節LIKE'%眼底%'
）
ANDNOT学会誌.本文.章.節IN
（
SELECT学会誌.本文.章.節
FROM学会誌
WERE学会誌.本文.章節LIKE'%認識%'AND
学会誌.本文.章.節LIKE'%画像％
）
）
DQLによる記述が複雑になる理由の1つとして,DQLがその基礎とした
SQLの言語的特性をそのまま受け継いでいる点を指摘できる。実際SQLで
も複雑な検索条件を容易に構成するための試みがなされており，その1つとし
－49－
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図4ユーザ系のインタフェイス画面（例）
てGUIの利用を挙げることができる[14]･本システムでも検索条件の構築に
はGUIを採用している。本システムのユーザ系では，システムの起動時に4.
3.(1)に示されたようなDTDを解析し，文書の論理構造を樹系図として
端末上に図形表示する（図4）。この樹系図の各ノードはオブジェクトであり，
検索命令はこれらのオブジェクトに対するメッセージ伝達であるとみなされる。
ユーザ系の検索過程を，「題名中に“全文データベース'，があり本文中に
"DQL"を含む論文を表示する」を例にして述べる。ま~ずノード「題名」の
位置でマウスの左ボタンをクリックすることにより検索条件入力ウィンドウを
オープンされる。このウィンドウは，要素的検索条件（単体の検索条件）を入
－50－
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力するテキストウィンドウ，検索述語を選択するメニュー，検索条件の肯定あ
るいは否定を指定するボタン等から成り立っている。ここで検索条件文“全文
データベース”をキーボードから入力し，さらに検索述語6:like"を選択す
ると，要素的検索命令
SELECT論文.題名
FROM論文
WERE論文.題名LIKE'全文データベース，
が生成される。生成された検索命令はノード「題名」の下にアイコン化されて
表示される（図5）。同様に，本文ノードに対して"DQL''を入力すると要
素的検索命令
????ーュ
終了 |｢ゴ 翰索条件スナ1
－ 面
に孟一’
図5検索例
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SELECT論文.本文
FROM論文
WERE論文.本文LIKE'DQL'
が生成されアイコン化される。要素的検索命令の合成はこれらの要素的検索命
令を示すアイコンをマウスで操作することにより行う。ここではノード「題名」
とノード「本文」の下にある2つのアイコンの位置でマウスの左ボタンをクリ
ックすることにより，これらの要素的検索命令が合成の対象となる条件である
ことを指示する（アイコンの色が反転する)。次にノード「論文」の位置でマ
ウスの右ボタンをクリックして，条件合成の対象（合成された検索命令の一番
外側のSELECT文の対象）であることを示す。このとき合成する際の条件が
プルダウンメニューとして提示されるので，この場合は「AND」を指定する。
その結果，検索命令
SELECT論文
FROM論文‘
WERE論文IN
SELECT論文.題名FROM論文ⅧERE論文.題名LIKE'全文データベース’
AND論文IN
SELECT論文.本文FROM論文ⅧERE論文.本文LIKE'DQL'
が生成される。
このようにして生成されたDQL検索命令はネットワークを介してホスト系
へ送られる。ホスト系から検索結果が転送されると表示用ウィンドウがオープ
ンし，検索結果が表示される（図6）。検索結果はSGML文書であるのでぺ
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同…。’三’アイつ ???
’
ロ '二
図6検索結果の表示例
－サを利用することによりTex形式などに変換可能であるが，これは今後の
課題である。
5．おわりに
本稿で述べた情報検索システムは，現在の全文DBの持つ問題点に対する一
つの提案と試みである。しかし，我々が論文誌の目次をながめ，また論文を通
覧してゆくとL、う日常的な方法が小量の文献検索に対して有効であることは日
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頃経験しているとおりである。そこで大量の論文を収容する全文DBにおいて
も，このような自然で簡便な方法を通じて必要とする論文を得られるようにす
ることが研究の月的であり，こうしたシステムの原型が本研究において開発さ
れことを期待している。
ところで，本稿で述べたシステムは「現代」日本語を対象としたシステムで
あるが，同様のシステムを「古典」文書に適用することは意義がある。実際，
国文学研究資料館においても「日本古典文学作品本文データベース」の構築が
進められている[15]・古典文献における全文データベース化の問題点は，古典
文書の論理構造が現代文書と大きく異なっているため，従来のDTDでは対応
できないことである。そのため「日本古典文学作品本文データベース」では作
品ごとに特殊なDTDを設定している。一方，欧米を中心として人文科学分野
向きの電子文書交換用の規約であるTEI(TextEncodeinglnitiative)の作
成が活発化しており，これへの日本語の対応が求められている[16]。今後はこ
のような動向を睨みながら，古典文学全般にわたる標準的DTDの構築が重要
になるものと思われる。
本研究は，「文献の論理構造に基づく全文データベース検索システムの研究
開発」（科学研究費補助金試験研究(B))の補助を受けている。またDQLの
開発には芝野耕司教授（東京国際大学教授）のご尽力をいただいている。特に，
本稿のDQLの部分は同教授が作成された研究会資料に負うところが大きかっ
た。記して感謝いたします。
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